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要 約

2016年12月、釧路市動物園内にて著しい脱毛と痂皮形成が見られたタヌキNyctereutes procyonoidesを収容し、
同園の動物病院に収容したが、収容直後に斃死した。痂皮部を検査したところ、センコウヒゼンダニSarcoptes
scabieiを多数確認した。本症例は根釧地方におけるタヌキにおける重度の疥癬として初めての確認である。
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ヒゼンダニ類が皮膚に寄生することで生ずる疥癬は、
センコウヒゼンダニSarcoptes scabieiによる症例がよく
知られ、日本の野生哺乳類では1980年以降、タヌキNyc-
tereutes procyonoides、キツネVulpes vulpes、ハクビシ
ンPaguma larvata、イノシシSus scrofaなどでの症例
報告がある［1、2］。北海道における文献上の記録は1990年
代に入ってからで、宿主域は本州以南で知られるタヌキ

とキツネに加え、アライグマProcyon lotorで認められ
た［3－9］。タヌキの疥癬が報告された地域は、いずれも
石狩地方あるいは知床半島に限定されている［3－9］。キ
ツネの疥癬はこれら2地域以外に、根室半島でもが認め
られ［5］、また、釧路市動物園で保管されていた標本の
回顧的な調査でも、キツネ由来のセンコウヒゼンダニが
保存されていたので［10］、根釧地方にもこのダニ類によ
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図1．釧路市動物園内で収容されたタヌキにおける疥癬による脱毛と痂皮
の状態（図1－1：腹側面、図1－2：右側面、図1－3：尾部）
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るキツネの疥癬が存在することは知られていた。しかし
根釧地方では典型的な疥癬に罹患したタヌキに関する記
録はない。今回、釧路市動物園内で著しい脱毛を伴った
タヌキを収容したので、センコウヒゼンダニを含む内外
寄生虫の保有状況を検査した。

材料と方法

2016年12月2日、釧路市動物園内にて皮膚病に罹患し
たタヌキ（成獣・雄）1個体が保護されたが、衰弱が激
しく収容直後に死亡した。この個体は頭部から尾部にか
けて、特に、腹側で脱毛と痂皮形成が認められた（図1）。
外部寄生虫を殺滅するため同個体を－20℃にて冷凍保存
し、一定時間経過後、酪農学園大学野生動物医学センター
WAMCに搬入後（カルテ番号As．16231）、寄生虫検査
を実施した。脱毛に至らず体毛が残余した部分について
外部寄生虫の有無を肉眼で検査した後、痂皮を採材して
70％エタノール液を満たしたシャーレに入れ、実体顕微
鏡下にてセンコウヒゼンダニの有無を確認した（図2）。
また全ての内臓と消化管（内容物含む）を肉眼あるいは
実体顕微鏡下で精査し、内部寄生虫を検索した。得られ
たダニ類はホイヤー氏液にて透徹し、光学顕微鏡下で形
態観察と測定を行った。得られた蠕虫類は70％エタノー
ル液で固定・保存した。

結果と考察

今回の検査により痂皮からヒゼンダニ類が多数得られ
た。このうち、雄5個体と雌10個体について測定値を求
めた［最小値～最大値（平均値±SD）、単位μm］。雄：
体長118～146（131±13．3）、体幅103～116（111±5．98）。
雌：体長117～237（154±38．7）、体幅103～171（123±
24．5）。北海道産タヌキに寄生していた計測値に比べる
とやや小さい値を示したが、形態学的特徴は一致したの

で［9］、センコウヒゼンダニSarcoptes scabieiと同定した。
このほか、頭部から胸部の体表からフタトゲチマダニ
Haemophysalis longicornis3個体と小腸からタヌキカイ
チュウToxocara tanuki約40個体が得られた。疥癬が本
症例の大きな衰弱要因であったことは想像されるが、直
接的死因がセンコウヒゼンダニなどの内外部寄生虫によ
るものとは断定できなかった。
北海道におけるタヌキの疥癬は、石狩地方や知床半島

における報告があるが［3－9］、根釧地方ではキツネにお
ける報告は散見されるものの、タヌキでは今回が初めて
の報告となった。動物衛生上、この地方におけるタヌキ
あるいは他の動物における罹患状況の把握も必要であろ
う。
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図2．痂皮から得られたセンコウヒゼンダニの雄成虫（図2－1）および
同雌成虫（図2－2）（スケールは0．5mm）
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